
                                    

                                  令和 7年 5月 16 日 

令和 7年度地域がん診療連携拠点病院事業報告 

                         東京慈恵会医科大学附属柏病院 

１ 令和 6年度の実績 

（１） がん相談支援センターの相談受付状況 

① 月別相談件数 年度比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 令和 6年度 月別相談件数 柏市比  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 自院患者・他院患者割合 
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令和6年度 月別相談

件数 全体
109 92 94 119 106 94 82 76 87 77 105 84

令和6年度 月別相談

件数 柏市
29 22 26 34 30 17 6 22 21 2 21 35
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令和4年度件数 102 81 102 105 111 91 83 105 108 69 92 95

令和5年度件数 122 85 99 94 102 110 106 76 86 64 83 80

令和6年度件数 109 92 94 119 106 94 82 76 87 77 105 84

0

50

100

150

月別相談件数の推移
令和4年度件数

令和5年度件数

令和6年度件数

自施設通院中

61%

自施設入院中

29%

他施設入院中

1%

他施設通院中

6%

その他

2%
受診医療機

関なし

1%

資料２ 



④ 年齢内訳                    ⑤ がんの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－５）治療状況                    １－６）相談項目 （重複あり） 

 

⑥ 治療状況                    ⑦ 相談項目件数（重複あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 相談項目別内容 
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（２） その他[地域（柏市）における活動等] 

①第 26 回市民公開講座 オンデマンドセミナー「免疫・栄養・がん」公開中 

②慈恵 Aloha（アロハ）会  毎月１回 第 2木曜日 14：00～15：30 

     ・6月より対面の患者会を再開し ZOOM を残したハイブリッドで運用  

参加者延べ人数 114 名（月平均 10 名） 

③がん講演会（がんと共に歩む会） 

     ・開催無し 

２ 令和 7 年度の予定 

（１） 市民公開講座：開催予定 日時、形式については検討中 

 （２） がん講演会：開催検討 

 （３） 慈恵 Aloha 会：ハイブリッド形式で継続  

３ 若年（小児、AYA 世代）がん患者への支援 

 （１） 若年がん患者やその家族からの相談対応について 

    ① 相談件数：101 件  

② 相談内容：病気の受け入れ、妊孕性、仕事の継続、子供への告知、日常の生活の様子など 

③ 相談にどのように対応されたか： 

 ・初発の時に対応した方が、再発したケースがあり、病棟スタッフと連携し、継続した気持ちの支援

を行った。 

 ・血液腫瘍内科の長期的治療の経過において、治療のつらさや生活面に対し支援を行った。 

    ④ 対応に苦慮されたこと、困ったこと： 

     ・再発がわかった時には、既に退職と再就職の内定が決まっていた。しかし、どちらにも受け入れて

もらえず離職になってしまった。 
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